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・腐植物を含む（粘性
　土）
・頁岩起源の粘性土、
　小礫をわずかに混在
　　　（粘性土）

・岩の形態をほとんど
　有さない。岩内部ま
　で風化し砂質粘土状
　を示す。
　　　（粘性土）

・4.50～6.75黄褐（礫
　混じり土）岩内部ま
　で風化し岩の形状
　不鮮明であるがコア
　は短柱状を示す。
　4.85m、5.70m付近未
　風化岩片混在。
・6.75m～8.00m黄褐
　岩内部まで風化して
　いるが短柱状コア
　（礫混じり土）

・8.00～9.00m青灰（
　軟岩）圧砕再固結
　状を示しハンマー
　強打により礫状に
　分離する。
・9.00～10.00m青灰（
　軟岩）やや風化して
　いるが岩が短柱状
　コアクラック多くク
　ラックより剥離しク
　ラック表面茶褐色に
　変色

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

7
11

7
12

6.00
7/14

 1.15   6
 30

  2   2   2
 6

 1.45

 2.15   5
 30

  2   1   2
 5

 2.45

 3.15   6
 30

  2   2   2
 6

 3.45

 4.15  15
 30

  3   5   7
15

 4.45

 5.15  22
 30

  8   6   8
22

 5.45

 6.15  24
 30

  7   8   9
24

 6.45

 7.15  16
 30

  5   6   5
16

 7.45

 8.15  50
 20

 16 34    
   75

 8.35
 9.00

 50
  7

 50
  7

   
   

   
   214.3

 9.07

10.00
 50
 12

 26 24
  2

   
   125

10.12

  18.33 0.30  0.30 暗茶表土

  17.73 0.60  0.90 暗茶崩積土

  14.13 3.60  4.50 茶褐完全風化頁岩

  10.63 3.50  8.00 茶褐強風化頁岩

淡黄

｜

   8.63 2.00 10.00 青灰中風化頁岩
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




